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◎報 告
患者によるデーターベース自己記入の効果
寺崎 佳代 ･石田三枝子 ･吉尾 慶子 ･山本 貞枝
中村あけみ･福井 由美･坂本香須美
岡山大学医学部附属病院三朝分院看護部
要旨:入院時の情報収集は患者の苦痛,疲労が最小限になるよう,短時間で聴取でき,適切な
問題把鐘かできることが望ましい｡しかし,当院の入院事情と重なり情報収集か円滑に進まず
時間を要していた｡そこで,入院前にデーターベースを患者に渡し自己記入してもらうことを
試みた結果,聴取 ･記録時間の短縮かでき,問題点のしぼりこみも早くできるようになった｡
索引用語 :データーペース,自己記入,時間短縮
はじめに
入院時の情報収集では,患者の苦痛 ･疲労を最
小限にするように配慮すること,また聴取する看
護婦にとっては短時間に適切な問題把握ができる
ことが望ましい｡当院では,平成6年から看護診
断を実施している｡それに伴い情報収集の内容が
改良され現在はNANDAのデーターベースを使用
している｡
しかし,従来のものと比較すると質問項目が4
倍に増えた上に
① 高齢者の入院が多い｡
② 遠方からの患者は午後の入院が多い｡
③ 呼吸器疾患の患者が多く,呼吸困難等の苦痛
を感じている場合が多い｡
④ 入院したらただちに検査がある｡
等,当院の入院事情と重なって情報収集が円滑に
進まない為,時間を要していた｡それに伴い,香
護婦の精神的負担も大きいのが現状である｡
そこで情報収集の時間を短縮する為に,患者が
自宅で記入できるようにデーターベースの質問項
目をわかりやすい言葉に直し"はい""いいえ"
で答えやすい形式にした｡そして予め患者に手渡
し自己記入してもらう方法を試み,情報収集をす
べて看護婦が聴取する方法との実態を比較し検討
した｡
その結果,自己記入法をとることで,データー
ベース聴取 ･記録時間の短縮ができた｡看護婦は,
精神的に落ち着いた気持ちで余計な時間を費やす
ことなく,患者の問題に焦点をあてることが可能
となったので報告する｡
Ⅰ 研究方法
1.期間 :平成8年5月～平成8年11月
2.対象 :岡山大学医学部附属病院三朝分院 病
棟勤務看護婦24名および期間中に入院
した患者 (但し,検査入院･短期入院･
夜間緊急入院患者は除く)
3.方法
1)現状の実態調査
NANDAのデーターベースを使用し,看護
婦によるデーターベース聴取記録の時間･看
護婦の感想 ･患者の感想を調査した｡
(平成8年5月～平成8年7月 患者63名)
2)NANDAのデーターベース用紙を"はい"
"いいえ"で記入できるようわかりやすく作
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り直し入院前に患者へ渡した｡
3)自己記入したデーターベースをもとに必要
項目を再聴取し,記録時間･看護婦の感想 ･
患者の感想を調査した｡
(平成8年8月～平成8年11月 患者35名)
4)1)3)の結果を比較した｡
Ⅱ 結 果
1.看護婦によりデーターベースを聴取した場合
1)データーベースを聴取し記録に要した時間
最短時間 45分
最長時間 120分
平均時間 90分
2)看護婦の感想
･高齢患者が多く,忘れている事も多いため,
答えが返ってこず時間がかかる｡
･難聴患者は何度も質問をしなければならな
いので時間がかかる｡
･呼吸器疾患の患者が多く,聴取時間がかか
ると苦しそう｡
･データーベース聴取中に検査が入り,途中
切れになることがあり時間を要す｡
･必要以外のこともよく話しをする患者は,
時間がかかる｡
･質問項目が多く,時間がかかりエネルギー
的に大変｡
･全項目聴取しなければならないので苦痛｡
･遠方からの患者は入院時間が遅く,申し送
りまでに書き上げなければならないという
焦りがある｡
･聴取が長時間になるとイライラする｡
･初対面では聞きずらい質問がある｡
･患者が答えずらいだろうと思う項目は聞き
ずらい｡
･質問内容が難しく理解してもらいやすい言
葉にするのが大変｡
･遠方からの患者は疲れがあり,聴取するの
が気の毒｡
3)患者の感想
･尋問みたいでさびしいなあ｡
･細かい事を聞かれるので驚いた｡
･質問が多くて考えてしゃべるのが大変で疲
れた｡
･息を吹いてえらかった｡
･大部屋で他人に聞かれたくない事もある｡
･遠くから時間をかけて来て疲れているのに,
明日にしてはしい｡
･早く荷物を片付けたいのに｡
2,自己記入によるデーターベースをもとに聴取
した場合
1)データーベースを聴取し記録に要した時間
最短時間 30分
最長時間 120分
平均時間 63分
2)看護婦の感想
･時間に追われることがなくなった｡
･記入してあるので,聞きにくい事を聞かな
くてすむ｡
･データーが揃っていて,聞き取りがしやす
くなった｡
･初対面でもコミュニケーションがうまくいっ
た｡
･ゆったりした気持ちで対応できるようになっ
た｡
･以前に増して患者の状態に日を向けられる
ようになった｡
･問題点を早期に把握しやすくなった｡
･家族の代筆であり,患者の言う事と違う所
があった｡
･質問内容を勘違いして記入されていた｡
3)患者の感想
･"はい""いいえ"が多くて答えやすかっ
た ｡
･自宅で記入するので時間もたくさんあり,
自分の事を細かく知ってもらえるのであり
がたい｡
･人前で話したくない事を言わなくて済むの
でいい ｡
･家族に読んでもらい答えた事を書いてもらっ
たので苦にならなかった｡
･書くことが嫌いなので,書いてこなかった｡
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Ⅲ 考 察
聴取 ･記録に要 した時間は,自己記入によるデー
ターベースをもとに聴取 した場合の方が平均時間
で27分の短縮ができた｡
短縮できた理由としては,
① 自宅でも記入できるように質問事項をわかり
やすい言葉に直し,"はい'"いいえ "で答え
やすい形式にした事により,年齢に関係なく記
入できた｡
② 入院前に患者に渡し記入してもらった事によ
り,データーベースを聴取する時間が短縮でき
た ｡
③ 思い出せない事がある人などは,家人に聞い
たりして記入できた｡
④ 人前では言いたくない事を,あらかじめ記入
してあると聞かなくてもよい｡
等が考えられる｡
そして,看護婦の精神的負担として多量の質問
項目を聴取することの苦痛,初対面患者と会話す
ることのストレス,聴取時間が長くかかる事のイ
ライラなどが上げられる｡これらはデーターベー
スを自己記入法に変えたことにより,解消できた｡
しかし,平均時間は27分短縮できたが,最長時
間は看護婦によりデーターベースを聴取 した場合
と自己記入によるデーターベースをもとに聴取し
た場合とも同じであった｡これは,聴取方法に個
人差があり看護婦間で統一 したものがないためで
ある｡また,不確かなデーターもあり,重要と思
われる箇所は再確認が必要である｡
Ⅳ ま と め
データーベースをとる目的は全人的に患者を理
解し良い看護をする事である｡時間内にデーター
ベースを埋める事に一生懸命になり,患者を疲れ
させ,患者の苦痛除去が二の次になってはいけな
い｡データーベ-スを自己記入法に変えた事で時
間短縮でき,時間的余裕は看護婦のイライラを減
少させ,患者によりやさしく対処できるようになっ
た｡
また,看護婦の精神的余裕は,明日への活力に
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つながり,今まで負担となっていた看護診断にも
意欲的に取り組め,計画立案への充実につながっ
ていくと考える｡
今後の課題として,データーベースを取ること
が負担とならないように,当院に適したデーター
ベースに改良し,良い看護につなげていきたい｡
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平成8年度 看護部 教育計画
【院内教育】
1.新看護記録 1号紙を使って,看護診断の事例
検討会を月 1回行う
2.講 演 会 ※院内講師
♯院外講師
3.患者数青 井BA教室 毎月第3水曜日 担
当者(福井 由美 ･坂田 句子)
※DM教室 毎月第3火曜日 担
第3回 7/3(水)OA (膝 ･腰椎)パーキンソ
ン病患者の看護診断
症例 藤井 (東 発表者 井戸口厚子)
参加者 22名
第4回 8/21㈹ 脳梗塞患者の看護診断
症例 山根 (西 発表者 土海 智穂)
参加者 24名
第5匝19/25㈹ 肺炎患者の看護診断
症例 小椋 (東 発表者 増井 悦子)
参加者 18名
当者(中村あけみ･土海 智穂) 第6回 10/30㈹ 肝生検の標準看護計画
4.看護研究 ※グループで
5.標準看護計画 ※グループで
【院外教育】
1.日本看護学会
8･7･11-12(木 ･金)看護総合 岡山市
(中村寿美江 ･増井 悦子)
8･7･25-26(木 ･金)成人看護Ⅱ 秋田市
(中村あけみ)都合により欠席
8･9･19-20(木 ･金)看護管理 長崎市
(黒田 昭子 ･賀須井捷子)
2.中･四国地区看護研究学会
8･12･5-6(木 ･金)鳥取県民文化会館
小ホール 田熊 正栄 (欠席)･坂田 旬子 ･
藤井 洋子 ･能見美智代
3.中 ･四国地区研修会
4.県看護協会研修会 平成8年度教育計画に沿っ
て
5.県看護協会研究発表会
6.看護管理者研修会 (ファーストレベル)
7.その他 山陰滅菌研究会等
平成8年度 看護部 院内 ･院外教育
1)院内教育
【看護診断学習会 ･事例検討会】
第1回 4/24㈹ BA患者の看護診断
症例 向山 (東 発表者 高田 純子)
参加者 20名
第2回 5/22㈹ BA患者の看護診断
症例 佐々木 (西 発表者 能見真由美)
参加者 20名
(西 発表者 寺崎 佳代)参加者 20
名
第7回 11/27㈱ 薬剤性皮膚炎 ･DM患者の看
護診断
症例 山田 (東 発表者 宮本美由紀)
参加者 16名
第8回 2/26㈱ BA･肺炎患者の看護診断
症例 竹田 (西 発表者 伊賀真由美)
参加者 21名
【院内看護部講演会】
第1回 2/18(畑 ｢閉塞性呼吸器疾患の治療に
ついて｣(ェゴマ油を主体に) 芦田先
生 19名
第2回 2/19(*) ｢更年期障害について｣ 矢
野先生 22名
第3回 2/24(月) ｢肝疾患の最近の検査と治療｣
その1 保崎先生 22名
第4回 3/5㈱ ｢放射線被曝量について｣
中井放射線技師 16名
第5回 3/7睡) ｢呼吸管理について｣
光延先生 19名
第6回 3/10(月) ｢肝疾患の最近の検査と治療｣
その2 保崎先生 18名
第7回 3/13㈹ ｢閉塞性呼吸器疾患について｣
(DPBを主体に) 御船先生 17名
第8回 3/25(火) ｢骨祖髪症について｣
柘野先生 20名
2)院外教育
【県看護協会研修会】
第 1回 4/21(日)愛と勇気づけの人間関係
看 護 部
講師 アドラーギルド教育研修部長
鎌田 穣
F-福井 由美 ･岡本 和代 ･中村あけ
み
一般-坂田 旬子 ･池田 昭子
第2回 5/14(吹)痴呆性老人を理解するために
講師 渡辺病院 渡辺 憲 ･英 裕
人 ･北野あけみ先生
社会福祉専門学校 佐々木美幸先
生
森次喜代子 ･藤井 洋子 ･伊賀真由美 ･
細田っる子 ･江問美津子
第3回 5/18仕)･19は) ケア-を活かす看護研
究のとらえかた･すすめかた-看護研究
(基礎編)-
講師 兵庫県立総合衛生学院看護学科第
1部 教務主任 鎌田美智子
寺崎 佳代 ･石田美枝子 ･吉尾 慶子 ･
山本 貞枝 ･坂本香須美 ･福井 由美 ･
中村あけみ
看護管理者研修会 5/29㈹ ･30㈹ 看護管理
講師 大原記念病院
副院長 大演 正子
中村寿美江 ･寺崎 佳代 ･吉尾 慶子 ･
山本 貞枝 ･坂本香須美
第4回 6/8仕) 今がスタート 新人研修
講師 鳥取県看護協会
会長 石賀 聖子
クラココ舎代表 小林 光恵
岡崎妃佐子
看護管理者研修会 6/18(火)･19㈹ 看護研究
(応用編)
講師 新潟青凌女子短期大学
教授 木下 安子
吉尾 慶子 ･坂本香須美 ･福井 由美 ･
中村あけみ
第5回 6/29出 ･30(日)看護過程 (基礎編)
講師 香川医科大学
教授 高木 永子
岡本 和代 ･伊賀真由美 ･福井 由美 ･
岡崎妃佐子
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第6回 7/12睡)人間関係
講師 鳥取銀行人事部人材開発室
副調査役 安養寺信久
小嶋 美保
福井 由美 ･中村あけみ ･岡本 和代 ･
土海 智穂 ･尾崎 信子 ･藤井 純子 ･
宮本美由紀 ･野見 千晶
第7回 7/20仕)看護者として死へのかかわり
講師 自己開発研究所
主任研究員 黒田 裕子
賀須井捷子 ･石田美枝子 ･伊賀真由美 ･
池田 昭子 ･高田 純子 ･能見美智代
第8回 8/5(月)継続教育
講師 島根大学教育学部
教授 山下 政俊
寺崎 佳代 ･吉尾 慶子 ･山本 貞枝 ･
坂本香須美 ･中村あけみ
第9回 8/24仕)･25(日)看護研究 (応用編)
講師 兵庫県立衛生学院看護学科第 1部
教務主任 鎌田美智子
寺崎 佳代 ･吉尾 慶子 ･石田美枝子 ･
山本 貞枝 ･坂本香須美 ･福井 由美 ･
中村あけみ
第10回 9/13睡)･14仕)看護職生涯教育
講師 日本看護協会
前研修センター長 鈴木 文江
寺崎 佳代 ･吉尾 慶子 ･山本 貞枝 ･
坂本香須美 ･中村あけみ
第11回 10/9㈱ 真のコミュニケーションとは
講師 親業インストラクター
横地芙美子
土海 智穂 ･宮本美由紀 ･野見 千晶
看護管理者研修会 10/19仕)病院管理
講師 鳥取県病院局 病院事業管理者
岩宮 緑
広江病院 事務長 広江 研
中村寿美江 ･寺崎 佳代 ･吉尾 慶子 ･
山本 貞枝 ･坂本香須美
第12回 10/25㈲ ･26仕) 自分の心について考え
る
講師 香山心療オフィス
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OKIRAKU代表 香山 治美
福井 由美 ･中村あけみ･岡本 和代 ･
田熊 正栄 ･尾崎 信子 ･能見美智代
(26日のみ)
看護管理者研修会 11/8鰻)病院管理 ･看護管
理
講師 鳥取県立厚生病院
院長 森尾 哲
岐阜県立岐阜病院
副院長 看護部長
高木 美智子
中村寿美江 ･寺崎 佳代 ･吉尾 慶子 ･
山本 貞枝 ･坂本香須美
第13回 11/9(土)看護が目指すもの
講師 聖母女子短期大学
教授 寺本 松野
西村 伸子 ･坂田 旬子
第14匝Ill/22㈲ ･23仕)看護過程 (応用編)
講師 香川医科大学
教授 高木 永子
岡本 和代 ･伊賀真由美
第15回 12/10(火) これから望まれる看護婦像
講師 鳥取県保健事業団
参事 下田 幸子
能見真由美 ･江間美津子 ･藤井 純子
2/15(士) 中部地区支部研修会 看護職の心の健
康管理について
講師 倉吉病院 医師 花房 郁子
黒田 昭子 ･中村寿美江 ･田熊 正栄 ･
吉尾 慶子 ･藤井 洋子 ･池田 昭子 ･
能見真由美 ･藤井 純子
第16回 3/7睡)･8(土)看護研究発表会
発表者-寺崎 佳代
F-吉尾 慶子 ･坂本香須美 ･福井 由
美･中村あけみ
一般-高田 純子 (3/7のみ)
寺崎 佳代 (3/8のみ)
【その他の研修会】
6/15(土)鳥取県看護協会職能集会
黒田 昭子 ･西村 伸子 ･寺崎 佳代
6/23(日)鳥取県看護協会総会
黒田 昭子･中村寿美江･賀須井捷子･
石田美枝子 ･伊賀真由美 ･能見美智代
7/ll(i)･12(S)第27回日本看護学会 看護総合
岡山市
中村寿美江 ･増井 悦子
7/23(火)～25㈹ 中･四国･近畿 ･中部地区国立
大学病院看護管理者研修会
岡大 高田 信江
8/3(土)山陰滅菌研究会
賀須井捷子 ･伊賀真由美
8/24(土)医療関係者エイズ対策研修会
黒田 昭子 ･中村寿美江･伊賀真由美
9/19(i)･20睡) 第27回日本看護学会 看護管理
長崎市
黒田 昭子 ･賀須井捷子
10/8(火)老人月間行事協力 県立巌城はごろも
苑
坂田 句子
ll/23(土)中部地区支部交流会
中村寿美江 ･賀須井捷子
12/5㈹･6㈲ 中国･四国地区看護研究学会
鳥取市
坂田 句子 ･藤井 洋子 ･能見美智代
12/14(土) H8年度総合研修会
講師 参議院議員 南野知恵子
石田美枝子 ･森次喜代子 ･藤井 洋子
3/1仕)看護婦職能研修会
あなたにもできる家族看護
講師 山口県立大学
看護学科 森山美知子
黒田 昭子 ･西村 伸子･石田美枝子
3/28㈲ H8年度ILO学習会 ｢ILO看護職員
条件と我国の看護職員就業環境｣
講師 日本看護協会
常任理事 高橋 美智
坂本香須美 ･増井 悦子 ･高田 純子
